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最
後
に
、
こ
こ
二
〇
年
近
く
日
記
を
含
む
古
記

録
類
刊
行
が
停
滞
す
る
な
か
、
氏
が
多
大
の
労
力

と
時
間
と
を
投
入
し
て
、
本
書
を
刊
行
さ
れ
た
こ

と
に
敬
意
を
表
し
た
い
。
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治
　
京
都
大
学
助
二
品
）

［
呆
学
術
義
だ
よ
L
素
甲

平
成
五
年
三
月
　
日
本
学
術
会
議
広
報
委
員
会

　
日
本
学
術
会
議
の
第
一
五
期
活
動
計
画
の
大
き

な
柱
で
あ
る
「
学
術
研
究
の
国
際
貢
献
の
重
視
」

の
具
体
的
方
策
の
一
環
と
し
て
、
　
「
ア
ジ
ア
学
術

会
議
（
仮
称
）
」
の
開
催
が
、
平
成
五
年
度
予
算
に

よ
っ
て
実
現
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
内

容
は
、
学
術
研
究
が
環
境
問
題
等
の
諸
課
魎
を
克

服
し
、
人
類
の
繁
栄
と
世
界
の
平
和
に
寄
与
す
る

と
の
認
識
に
立
っ
て
、
本
年
秋
に
東
京
で
、
我
が

国
と
地
理
的
・
文
化
的
に
関
係
の
深
い
ア
ジ
ア
各

国
を
代
蓑
す
る
学
術
研
究
者
が
一
堂
に
会
し
て
、

各
国
に
お
け
る
学
術
研
究
の
現
状
、
ア
ジ
ア
地
域

に
お
け
る
連
携
・
協
力
の
あ
り
方
な
ど
に
関
し
意

見
を
交
換
す
る
場
と
し
て
開
催
す
る
も
の
で
す
。

我
が
国
を
含
め
一
〇
か
国
程
度
の
ア
ジ
ア
諸
国
か

ら
、
代
表
者
を
揺
へ
い
す
る
予
定
で
す
。

　
　
会
　
　
告

　
去
る
五
月
二
十
七
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
史
学
研
究
会
理
事
・
評
議
員
会
に

お
き
ま
し
て
、
左
記
の
事
項
が
可
決
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
記

一
、
平
成
四
年
度
　
決
算
報
告

一
、
平
成
五
年
度
　
予
箪
案

一
、
役
員
交
替

　
ω
常
務
理
事
間
野
英
二
、
金
田
章
裕
、

　
　
理
事
河
内
良
弘
、
竺
沙
雅
章
、
藤

　
　
縄
謙
三
、
松
尾
尊
莞
、
評
議
員
石

　
　
井
　
進
、
市
原
寿
文
、
佐
原
　
真
、

　
　
中
村
幹
雄
氏
の
退
任
。

　
②
理
事
に
紀
平
英
作
氏
（
評
議
員
よ

　
　
り
）
、
評
議
員
に
伊
藤
玄
三
、
河

　
　
原
審
之
、
五
味
文
彦
、
鈴
木
利
章
、

　
　
冨
谷
至
、
南
川
高
志
氏
を
選
任
。

　
㈲
常
務
理
事
に
永
田
英
正
（
理
事
よ

　
　
り
）
、
服
部
良
久
（
評
議
員
よ
り
）

　
　
氏
を
選
任
。

　
㈲
旧
常
務
理
事
間
野
英
二
氏
は
理
事

　
　
に
、
金
田
章
裕
氏
は
評
議
員
に
復

　
　
帰
。

編
集
後
期

　
会
員
の
皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

七
六
巻
四
易
・
を
お
届
け
し
ま
山
ヲ
。
国
内
政
治
は
長

期
政
権
与
党
の
時
代
が
終
焉
し
、
政
治
改
革
の
一

歩
が
踏
み
出
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
一
方
、

稲
次
ぐ
自
然
災
害
は
何
か
を
暗
示
す
る
か
の
よ
う

に
、
国
内
外
の
各
地
に
大
き
な
被
害
を
与
え
ま
し

た
。
こ
う
し
た
非
常
時
と
も
思
え
る
事
態
を
私
た

ち
は
い
か
に
乗
り
越
え
て
い
く
べ
き
か
、
今
こ
そ

過
宏
の
歴
史
か
ら
多
く
を
学
び
取
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
（
た
）

本
誌
に
は
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究

成
果
公
開
促
進
費
が
交
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
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史
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京
都
大
学
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学
部
内

発
行
人
史
学
研
究
会

　
　
　
　
　
　
　
　
振
替
京
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一
五
痂
番

　
　
　
　
　
理
事
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朝
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直
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京
都
市
下
京
区
七
条
御
所
ノ
内
中
町
五
Q
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刷
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中
村
印
刷
株
式
会
被
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史
学
研
究
会
大
会
・
総
会
の
お
知
ら
せ

左
記
の
ご
と
く
、
本
年
度
の
史
学
研
究
会
大
会
お
よ
び
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
す

の
で
、
多
数
御
出
席
下
さ
い
。

　
　
日
　
時
　
平
成
五
年
十
一
月
二
日
（
火
）
午
後
一
時

　
　
場
所
京
大
会
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
市
左
京
区
吉
田
河
原
町
一
五
－
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
電
話
（
七
五
一
）
八
三
一
一

　
　
公
開
講
演

　
　
　
文
学
空
間
に
お
け
る
都
布

　
　
　
、
一
『
上
海
－
一
九
四
四
』
を
中
心
と
し
て
1
高
橋
正

　
　
　
二
元
文
化
の
北
流
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竺
　
沙
　
雅
　
章

　
　
　
な
お
本
年
度
の
大
会
・
総
会
は
、
右
記
の
ご
と
く
京
大
会
館
に
て
お
こ
な
う
こ
と
に
な

　
　
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
楽
友
会
館
と
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
御
注
意
く
だ
さ
い
。
京
大

　
　
会
館
へ
は
、
市
バ
ス
東
一
条
下
車
の
の
ち
南
西
に
入
る
か
、
京
都
バ
ス
荒
神
橋
下
車
の
の

　
　
ち
北
東
へ
入
る
の
が
便
利
で
す
。
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